
ITシステム可視化協議会(旧⽇本ファンクションポイントユーザー会) (MCIS)は、ソフトウェア規模尺度である
ファンクションポイント法(FP法)を含むソフトウェア定量化⼿法の研究、および、⾒積やプロジェクト管理などへ
の活⽤について研究を重ねている約30年の歴史をもつ団体です。本年は本年は「2025年に向けたビジネス・
ITのあり⽅」と題し、サステナビリティ(ESG)、AI、モダナイゼーションなどに関する事例や取り組みをご提供し、
2025年に向けたビジネス・ITのあり⽅について考えていきます。 是⾮ご参加ください。

武上 弥尋 ⽒ 川⽥⽶太郎 ⽒PMI⽇本⽀部 AI@Work

PM×AI - AI ReadyなPMへの第⼀歩

渡辺 泰⼦ ⽒SFLコンソーシアム
昨今、気候変動に関する情報開⽰の重要性が⾼まり、規制も進む中で、脱炭素や温室効果ガス排出量の削減活動、
そして各企業の削減貢献量に注⽬が集まっています。どの業種や企業でも直⾯しているサプライチェーン全体の排出量把
握や脱炭素化の近年の動向に対してコンソーシアムでの取組みや排出量可視化におけるシステム化のポイントなど、ご紹
介します。

DXは⾔葉として随分浸透してきましたが、その活動はお客様によって様々であると思います。今回の講演ではDXの⼀領
域としてのモダナイゼーションについて、その全体像や現在のトレンド・課題を俯瞰し、データに関するモダナイズについて、ア
プリケーションやアーキテクチャのモダナイズ・AIなどの新技術の活⽤などを交えてお話させていただきます。

モダナイゼーション全体とデータモダナイゼーション

平岡 正寿 ⽒⽇本データマネジメント・コンソーシアム

AI@Workでは2020年より、PM4AI/AI4PM/AIK4PMの視点で、PM×AIの領域を探求してきまし
た。PMIも2023年よりPMI×AIを標榜、かつてない速度で数々の施策や知⾒共有、研修やLLMの提
供を進め、PM×AI領域でのANSI標準も作成中です。USにて9⽉開催のPMI Global Summitで
の話題も含め、PMIとそのコミュニティによるAI関連の最新動向と、AIをプロジェクトマネジメントに活⽤す
るためのプロンプトエンジニアリングについて、AI@Workの2名から情報共有いたします。

講演２ 14:30-15:20

講演１ 13:35-14:25

講演３ 15:55-17:00

主催 ITシステム可視化協議会

休憩 10分

主催団体発表 15:30-15:50 MCIS活動紹介

ITシステム可視化協議会(MCIS)の概要、他団体との協業状況、会員制度等をご紹介いたします。
あわせて、研修など2024年度の活動状況を共有いたします。

オープンセミナー2024
2025年に向けたビジネス・ITのあり⽅

脱炭素に向けた活動内容と削減貢献量の動向について

10/25(⾦) 
13:30-17:00
オンライン開催

受付 13:00- 

参加無料

協賛 ⼀般財団法⼈ 経済調査会、⼀般社団法⼈ PMI⽇本⽀部、⼀般社団法⼈ ⽇本情報システム・ユーザ協会、⼀般財団法⼈ ⽇本科学技術連盟
⼀般社団法⼈ ⽇本データマネジメント・コンソーシアム、⽇本SPIコンソーシアム

後援 独⽴⾏政法⼈ 情報処理推進機構 社会基盤センター



参加お申し込み⽅法

下記の MCIS Web サイトのフォームよりお申し込みください。
お申し込みいただいた⽅には、先着順に参加票を発⾏いたします。 （先着400名）

▼イベント参加申し込みフォーム
https://www.mcis-jp.org/event-details/オープンセミナー2024

※本セミナーに関するお問合せは、MCIS 事務局（office2659@mcis-jp.org）宛てにお願いします。

• WEB会議システムZoomを使⽤して配信します。
• 参加いただくに際し、インターネット接続環境があるパソコン、スマートフォン、タブレット端末等が必要です。
• スマートフォン、タブレット端末等で参加される場合には、事前にZoomアプリのダウンロードが必要です。
• 後⽇、申込者にセミナーURLと参加⽅法の詳細をメールにて送信します。

2024年10⽉25⽇(⾦) 13:30~17:00 (13:00受付開始)
ライブ配信 (WEB会議システムZoomを使⽤)

視聴について

本リーフレットの内容は予告無く変更する場合がありますので、ご了承願います。このリーフレットの制作は2024年9⽉10⽇です。

オープンセミナー2024
2025年に向けたビジネス・ITのあり⽅

参加無料

https://www.mcis-jp.org/event-details/%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%83%97%E3%83%B3%E3%82%BB%E3%83%9F%E3%83%8A%E3%83%BC2024

